


















研究目的

　羊水を用いて染色体異常や代謝異常をはじめとした胎児の先天異常を診断す

るいわゆる出生前診断は,時代の要求とともにその価値が次第に認識され,臨床

検査として実用化の段階に入りつつある o

　しかしながら,本診断法に不可欠な手技である羊水穿刺法は母児に対し多少

とも危険をもたらす可能性を有し,検査精度の向上や適応疾患の拡大と同時に

本法の母児に対する影響の検討も重要な課題となっている。とりわけ胎児に対

する影響に関しては穿刺針による直接の損傷はもとより,羊水採取による環境

変化が,胎児のその後の発育にいかなる影響を及ぼすかについて検討されねば

ならない。その為には出生児の長期的な追跡調査が必要で,現状においては未

だ正確な判断は下し難い。


